
 

新市民病院の現状 

（１）患者動向（市別患者数） 

   ○外来、入院とも吹田市、摂津市、茨木市、大阪市の患者が増加。 

   （特に摂津市からの患者が増加）                

（単位：人） 

 外来 入院 

H30 年 

1～4月 

H31 年 

1～4月 

増減 増減率 H30 年 

1～4月 

H31 年 

1～4月 

増減 増減率 

府
内 

吹

田

市 

51,415 52,485 1,070 2.1％ 2,522 2,740 218 8.6％ 

摂

津

市 

2,599 4,547 1,948 75.0％ 137 274 137 100.0％ 

大

阪

市 

1,626 1,776 150 9.2％ 67 99 32 47.8％ 

豊

中

1,292 1,238 △54 △4.2％ 79 63 △

16 

△20.3％ 

 
（市立吹田市民病院） 

資料２－１ 



市 

茨

木

市 

981 1,195 214 21.8％ 39 72 33 84.6％ 

箕

面

市 

253 297 44 17.4％ 15 20 5 33.3％ 

高

槻

市 

198 220 22 11.1％ 5 9 4 80.0％ 

そ

の

他 

591 603 12 2.0％ 17 26 9 52.9％ 

府外 805 994 189 23.5％ 70 80 10 14.3％ 

計 59,760 63,355 3,595 6.0％ 2,951 3,383 432 14.6％ 

  

（２）病診連携の状況（市別紹介件数） 

   ○紹介件数は、3 ヶ月間で 1135 件増加。（1209→1587 件/月平均） 

○吹田市に加え、大阪市（東淀川区）摂津市、茨木市からの紹介が増加。 



                        （単位：人）     

 H30 年 1～3 月 H31 年 1～3 月 増減 増減率 

吹田市 2,861 3,534 673 23.5％ 

摂津市 195 447 252 129.2％ 

大阪市 247 352 105 42.5％ 

茨木市 35 90 55 157.1% 

豊中市 115 88 △27 △23.5% 

箕面市 46 56 10 21.7% 

高槻市 14 27 13 92.9% 

池田市 9 5 △4 △44.4% 

その他 105 163 58 55.2% 

計 3,627 4,762 1,135 31.3% 

 

  



（３）国循との連携状況 （令和元年 7 月以降） 

   ○国循からの紹介件数が増加。（消化器内科ほか） 

   ○医師の往診について協議を進めている。 

   ○RI 検査、PET 検査の連携について協議を進めている。 

   平成 30 年度 令和元年 7 月（7/1～7/19） 

国循からの紹

介 

243 件 

（月平均 20 件） 
30 件 

国循への紹介 
148 件 

（月平均 12 件） 
15 件 

 


